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進
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状
況
説
明

　スポーツキャンプ・大会等の誘致活動を行ったことにより、誘致実績件数は目標よりも７団体増の28団体を受け入れた。
　チーム本拠地における誘客イベントでは本村のPR活動を行い、さらにチーム代表などへの表敬も行うことができ、キャンプ誘致にも関
連した活動となっている。
　知名度の高いチームや選手などがいた影響もあり、キャンプ期間中来場者は目標数を大幅に上回る結果となった。

実　績 11,000人 35,400人

キャンプ期間中の来場者数16,532人以上

目　標 4,000人 16,532人

実　績 67,881人 77,371人

21団体 28団体

誘客イベント時観客数80,000人以上

目　標 60,000人 80,000人

H31年度
目標値

（　年度）

スポーツコンベンション誘致件数21件以上

目　標 20団体 21団体

実　績

達
成
状
況
説
明

　本事業では事業開始から6年を終え、H29年度から新たな目標を設定し、H30年度もそれを継続し事業を行っている。
　H30年度においては、各種スポーツキャンプ・大会誘致活動は1回のみの活動となったが、それでもキャンプ誘致件数は増え、大会も
誘致できている。この点に関して、来年度は再キャンプ誘致や新チーム開拓等の観点から誘致を行うことで誘致活動の必要性がでてく
ると考える。
　誘致活動の減から、読谷観光PR活動を増やし、目標数の３回を上回り、実績数は４回となった。今後も観光PRに注力する必要がある
と考えている。
　キャンプ期間中の集客イベントにおいては、チームのファンを中心に、県内外より多くの来客数がみられた。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H30成果目標（指標）
基準値

（　年度）
H29年度 H30年度

キャンプ期間中の集客イベントの開催（１
回）

目　標 ２日 １回

実　績 ２日 １回

読谷観光PR活動（３回）
目　標 ３回 ３回

実　績 ４回 ４回

目　標 ４回 ４回

実　績 ２回 １回

予算の状況の説明 概ね事業計画どおり予算を執行した。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H30活動目標（指標）
達成状況

H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

各種スポーツキャンプ・大会誘致活動（４
回）

執行率（％）(B/A) 89.5% 91.4% 96.9% 98.7% 98.8%

次年度繰越額 0 0 0 0 0

うち交付金充当額 11,856 12,968 18,426 16,489 15,289

B．執行済額 14,821 16,210 23,033 20,612 19,112

A．計(b+d) 16,560 17,730 23,769 20,882 19,352

(d)繰越額 - - - - -

17,730 23,769 20,882 19,352

(c)増減額(b-a) ▲ 5,200 ▲ 970 ▲ 2,099 ▲ 3,076 ▲ 1,530

H30年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 21,760 18,700 25,868 23,958 20,882

(b)予算現額 16,560

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

ゆたさむら推進部　商工観光課
事業実施

（予定）年度
平成24年度～令和3年
度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ‐1－（１）

事業内容
スポーツキャンプ等の誘致を図るため、誘致活動を実施する。キャンプチームの本拠地で観光PRイベントを行うことで本村の認知度向上を図
る。
キャンプと同時期にイベントを行うことで、来場者数の増を図る。

市町村名 読谷村

平成３０年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

1-① 読谷観光・物産アピールとスポーツコンベンション誘致促進事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-3-（2）-イ

市場特性に対応した誘客活動の
展開

担当部課名



〇委託先は、実績などを勘案したうえで選定しているため、妥当で
ある。
〇予算規模については、少額の不用が発生したが事業目標など
は概ね達成されているため適正な予算規模であったと考えられ
る。
〇費目・使途等については、額の確定時において支出などに関す
る書類により確認、適正であった。

〇 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

― 受益者との負担関係は妥当であるか。

〇 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

〇 支出先の選定方法は妥当か。

19,112 19,112 15,289 3,823 0

今後の取り組み方針

現在、本村でキャンプを行うチームの本拠地開催の試合へ出向き、PRブースを設け、特産品や観光冊子等を中心とした誘客活動を展開します。
チームホームページ等でのPR活動情報の発信や、観光協会・本村キャラクターのSNSなどへのアクセスが増えるような取り組みを行います。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　ラグビーワールドカップ2019、2020東京五輪の影響を受け、さらなるスポー
ツコンベンションの受入が予想されます。使用スポーツ施設などのコンディ
ション維持に関係課と協力し対策を行う必要があります。一例として、野外施
設であれば、キャンプチームの施設使用順番によっては芝の状態が悪い時
にあたり、チームからキャンプ環境への苦言が呈される等があります。

　観光誘客イベントの実施から、冬季から春季にかけたスポーツキャンプ時
に来村するスポーツチームのファン層の観光客は年々増加している。2019年
2020年はさらなるスポーツ全体の盛り上がりが期待されることから、観光誘
客にはさらに力を入れ、『スポーツキャンプ地読谷村』というブランドの確立を
図ります。

　施設管理を所管する関係課との協議やキャンプチームへの施設に対する
理解促進を図り、可能な限り受入を進めることができるよう最大限の努力を
行う。
　
本村においては、現在も多くのスポーツキャンプがおこなわれている。ス
ポーツに関連した村内イベント開催や、キャンプ時期が異なる競技等にも着
目し誘致することも検討する。『スポーツキャンプ地読谷村』のイメージから
波及した、スポーツを通した村・人づくりができる事業展開を目指す。

読谷村

（ 19,112千円）

旅費

（ 891千円）

委託料

（18,221千円）

（一社）読谷村観光協会

〔県外旅費〕

〔スポーツコンベンション誘致促進委託〕
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進
捗
状
況
説
明

前年度と比較すると捕獲数は減少したが、結果としては今年も咬症被害：１件発生。
外来種であるタイワンハブの捕獲数増（44匹→53匹）がみられた。

100匹

実　績 133匹 170匹 160匹

1 1 1

【参考指標】
　
　　　　　　　捕獲数：100匹/年

目　標 - 100匹 100匹

H30年度
目標値

（　年度）

村内におけるハブによる観光客や村民の
咬傷被害数：０件

目　標 - 0 0 0 -

実　績

100枚 100枚

達
成
状
況
説
明

・平成30年４月中旬に委託業務を発注し、ハブ捕獲器400器を設置した。
・また捕獲するためのエサとなるマウスを飼育し、設置期間における２週間を目処に巡回・捕獲器の管理を行った結果、
24回の予定回数を上回る結果となった。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H30成果目標（指標）
基準値

（　年度）
H28年度 H29年度

30.6回

危険周知看板100枚の管理
目　標 100枚 100枚 100枚

実　績 100枚

定期巡回・管理の実施及び処分
目　標 25回 25回 24回 24回

実　績 26.8回 25.8回 29.1回

目　標 設置 設置 設置 設置

実　績 設置完了 設置完了 設置完了 設置完了

予算の状況の説明
計画的な予算執行に努め、業務を遂行した。
指名競争入札による入札残分を減額した。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H30活動目標（指標）

達成状況

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

村内の観光地に危険生物であるハブの捕
獲器を400器設置

執行率（％）(B/A) 99.3% 80.2% 100.0% 100.0% 100.0%

次年度繰越額 0 0 0 0 0

うち交付金充当額 3,951 4,715 4,943 4,642 4,838

B．執行済額 4,939 5,894 6,179 5,802 6,048

A．計(b+d) 4,975 7,349 6,180 5,802 6,048

(d)繰越額 - - - - -

7,349 6,180 5,802 6,048

(c)増減額(b-a) ▲ 5,601 0 ▲ 1,910 ▲ 1,804 ▲ 1,559

H30年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 10,576 7,349 8,090 7,606 7,607

(b)予算現額 4,975

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

総務部　生活環境課
事業実施

（予定）年度
平成25～33年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-１-（１）

事業内容

危険生物として駆除の対象となっているハブの咬症被害が、本村においても毎年のように発生し、村民はもとより観光客が被害にあう事例も発
生している。また、これまで近隣市町村でのみ捕獲された攻撃性の強いタイワンハブの捕獲事例が本村でも発生しており、その蔓延を防ぐため
にも早期の駆除活動の強化が必要である。来村する観光客や行楽客、そして村民をハブ咬症から守るため、捕獲器を設置し継続的なハブの捕
獲、駆除により個体数を減らすことで、より安全な観光地を目指す。

市町村名 読谷村

平成３０年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

１-② 危険生物駆除事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章-３-（２）-エ

観光客の受入体制の整備

担当部課名



〇委託事業者は、指名競争入札方式により決定した。
県内実績を勘案し選定しており、妥当であったと考える。
〇予算規模として不用額は、全て入札残であり、適正な規
模であった。
〇費目・使途については事業目的達成の観点から必要なも
のなのか等について額の確定時において支出等に関する
書類により確認、適正であった。

〇 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

〇 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

〇 支出先の選定方法は妥当か。

6,048 6,048 4,838 1,210 0

今後の取り組み方針

・年度当初において更なる早期着手を図り、ハブ等の活動が活発になる前に捕獲器を設置し、危険性の除去向上に努める。

・捕獲器設置及び注意喚起看板の維持管理を行う。定期的な捕獲数の検証を行い、設置箇所の改善等の検討を行う。

・ＨＰや応報誌、ＦＭラジオを活用し、村民及び観光客に対しハブ被害の現状や事業の理解と協力を得るために、更なる広報活動を行う。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・今年度のみではないが、契約期間外（３月末～４月当初）における咬症被
害防止や個体数増加抑制のため、毎年度早期着手が必要と考える。

・今年度も咬症被害が発生し、ハブの活動エリアの注意喚起の強化が必要
と感じる。捕獲器周辺に設置している注意喚起看板の徹底管理により、歩行
者等への周知と安全確保が必要。

・巡回実数は増加しているが、捕獲数は前年より若干減少しており、設置エ
リア毎に捕獲数の差も見受けられる。また、沖縄本島において生息域を拡大
している外来種のタイワンハブの捕獲数が増えているため、村内における、
ハブの活動エリアを再検証する必要がある。

・年度当初からの着手を目指し、早期の業者選定、入札執行を図る。

・事業の概要や読谷村におけるハブ被害の現状について、ＨＰやＦＭラジオ
を通しての周知をさらに高める。

・捕獲数の差やタイワンハブの拡大阻止のため、捕獲器設置箇所の再検
討。

読谷村

6,048千円

委託料

6,048千円

(有)読谷環境
6,048千円

ハブの捕獲・巡回・処分委
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進
捗
状
況
説
明

事業期間中（平成30年4月10日～平成31年3月16日）は毎日放送を行い、多くのレンタカー利用者へ読谷村の情報発信に努めたが、目
標達成には至らなかった。

実　績

1,395件 1,007件 911件

【参考指標】
目　標

目標値
（　年度）

視聴者からのメール受信

目　標 650件 1,520件 1,419件

実　績

達
成
状
況
説
明

事業期間中（平成30年4月10日～平成31年3月16日）は毎日放送を行った。
平成27年度までの活動目標は「観光情報の提供チラシ作成」だったが、委託先事業者がレンタカー協会へ加盟したことによ
り、同協会が発行する「レンタカードライブMAP」への記事掲載とした。昨年度同様、多数のレンタカー利用者に対して情報の
提供ができた。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H30成果目標（指標）
基準値

（　年度）
H28年度 H29年度 H30年度

レンタカードライブMAPへの記事掲載

目　標 実施 実施 実施

実　績 実施 実施 実施

目　標 実施 実施 実施

実　績 実施 実施 実施

予算の状況の説明 事業計画どおりに執行を行った。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H30活動目標（指標）

達成状況

H28年度 H29年度 H30年度 H31年度

コミュニティＦＭ放送を活用した観光情報の
提供

執行率（％）(B/A) 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

次年度繰越額 4,959 5,258 5,772 5,774 5,774

うち交付金充当額 6,199 6,574 7,216 7,218 7,218

B．執行済額 6,636 6,876 7,506 7,218 7,218

A．計(b+d) 6,636 6,876 7,506 7,218 7,218

(d)繰越額 － － － － -

6,876 7,506 7,218 7,218

(c)増減額(b-a) 0 0 0 0 0

H30年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 6,636 6,876 7,506 7,218 7,218

(b)予算現額 6,636

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

ゆたさむら推進部　商工観光課
事業実施

（予定）年度
平成25年～33年 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-1-（1）

事業内容
　主にレンタカーを利用する観光客を、国道58号より西側の本村内に誘導することを目的に、観光情報番組を毎日午前中の異動想定時間帯に
製作・放送する。また、レンタカー利用者に配布されるドライブＭＡＰに番組の情報を掲載し、聴取機会の向上を図る。

市町村名 読谷村

平成３０年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

1-③
ヨミタンJOHO発信事業（ヨミタン観光情報等ＰＲラジオ番組制作・放送事

業） 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-3-（2）-イ

市場特性に対応した誘客活動の
展開

担当部課名



○県内コミュニティ放送局３社からの見積徴収により、読谷
村でコミュニティＦＭを運営するＦＭよみたんを支出先に選定
しており、妥当であったと考える。
○予算規模は見積及び前年度の実績等を考慮し設定して
おり、適正であったと考える。
○費目、使途については事業目的に応じて、適正なもので
あったと判断した。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

7,218 7,218 5,774 1,444

今後の取り組み方針

（視聴者からのメール受信）
引き続き事業期間中は毎日放送し、メール件数の増加に繋げるため、委託事業先との連携を密にとり観光客への情報提供を行っていく。
検討を行った成果目標について次年度以降設定できるよう取り組んでいく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

（視聴者からのメール受信）
毎月会議を持ち、番組内容や受信メールを精査しているが、件数増加には
至らなかった。メールは送信していないが放送を聞いて村内を訪れている
ケースもあるため、成果目標の再設定（村内への入域観光客数等）を考慮す
る必要がある。

（視聴者からのメール受信）
引き続き読谷村内の観光情報を発信し、委託事業先と連携をとりながら、
メール受信につながるような番組構成に努めるとともに、成果目標の再設定
について検討を行う。

番組制作・放送及びチラシ制作・配
布にかかる委託業務

読谷村
7,218千円

ＦＭよみたん
7,218千円

委託料
7,218千円



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

（仮称）読谷村パークゴルフ場の建築工事を実施し完了したことで、H31年度の供用開始に向け取り組むことができた。

実　績

実施設計の完了 造成工事完了 建築工事の完了

【参考指標】
目　標

目標値
（　年度）

建築工事の完了

目　標
実施設計
の完了

造成工事
完了

建築工
事の完

了

実　績

達
成
状
況
説
明

　パークゴルフ場の建築工事等を予定どおり工期内に完成することができた。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H30成果目標（指標）
基準値

（　年度）
H28年度 H29年度 H30年度

目　標

実　績

目　標 基本設計の実施
実施設計の実

施
土木工事の実

施
建築工事の

実施

実　績 基本設計の実施 実施設計の実施 土木工事の実施 建築工事の実施

予算の状況の説明
　発注においての入札残があり、9,454千円の不用額が生じた。
　事業については計画どおりに執行することができた。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H30活動目標（指標）

達成状況

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

パークゴルフ場のクラブハウスの建築工事
の実施

執行率（％）(B/A) 92.7% 100.0% 100.0% 95.4% #DIV/0!

次年度繰越額 0 0 0 0 0

うち交付金充当額 3,369 14,915 202,703 158,053

B．執行済額 4,212 18,644 277,472 197,567

A．計(b+d) 4,546 18,644 277,472 207,021 0

(d)繰越額 － - - - 0

18,644 277,472 207,021

(c)増減額(b-a) 0 ▲ 8,954 ▲ 20,418 0 0

H31年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 4,546 27,598 297,890 207,021

(b)予算現額 4,546

効果発現年度 　　□当年度　　　　　　　　■後年度（令和元年度）

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

建設整備部　都市計画課
事業実施

（予定）年度
平成27～30年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-1-（1）

事業内容
　平成24年度に策定された第2次読谷補助飛行場跡地村民センター地区跡地利用計画にて示された（仮称）読谷村パークゴルフ場を整備し、全国か
らパークゴルフ愛好者を誘客することにより、観光振興を図ると同時に、地域住民の体力増進、高齢者の生きがいの場づくり、駐留軍用地跡地利用
に資するため、建築工事、電気設備工事、機械設備工事等を整備する。

市町村名 読谷村

平成３０年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

1-④ （仮称）読谷村パークゴルフ場整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-3-（2）-ｱ

国際的な沖縄観光ブランドの確
立

担当部課名



資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

〇 支出先の選定方法は妥当か。 〇工事業者及び委託業者は指名競争入札で選定しており、妥
当であったと考える。
〇予算規模については、入札残のみの差額であり、妥当で
あったと考える。
〇費用、使途について、支出等に関する書類を確認し、適正で
あった。

〇 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

― 受益者との負担関係は妥当であるか。

〇 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

読谷村

197,567千円

需用費

1,275千円

197,567 197,567 158,053 39,514 0

今後の取り組み方針

　パークゴルフ場の供用に伴い、インターネットや広告等で情報を発信し、利用者の誘客及び観光客の誘致に取り組んでいく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　今年度の取組みでパークゴルフ場の建築工事を完成することができた。
　建築工事が完成したことで、村民等から早期の供用の期待が寄せられてお
り、予定どおり４月に供用することができた。
　今後は、利用者の誘客が重要になる。

　利用者の誘客のために、村ホームページやパークゴルフ季刊誌等への掲載を
行い、村内外へ情報発信していく必要がある。

有限会社アイ・エイチ・エー
3,780千円

有限会社大協建設
124,200千円

有限会社良政産業
35,413千円

フットサルショップソリッソ
1,275千円

委託料

3,780千円

有限会社アート電気工事社
23,911千円

工事請負費

183,524千円

備品購入費

8,988千円

株式会社屋我商会
4,849千円

株式会社ジムキ文明堂
4,139千円

平成30年度（仮称）読谷村パークゴルフ場
備品購入（パークゴルフ用品）

平成30年度（仮称）読谷村パークゴルフ場
建築工事

平成30年度（仮称）読谷村パークゴルフ場
工事監理委託業務

平成30年度（仮称）読谷村パークゴルフ場
機械設備工事

平成30年度（仮称）読谷村パークゴルフ場
電気設備工事

平成30年度（仮称）読谷村パークゴルフ場
備品購入（機械）

平成30年度（仮称）読谷村パークゴルフ場
備品購入（事務用品）



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

・リゾートウェディング数については、沖縄県が行った調査資料による。

実　績

2,567組 2,199組

目　標

目標値
（　年度）

リゾートウェディング数（2,546組）

目　標 2,433組 2,460組 2,546組

実　績

達
成
状
況
説
明

・国内外でのプロモーションについて予定どおり3回行った。
・パンフレットについては、予定どおり1万部作成した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H30成果目標（指標）
基準値

（H27年度）
H29年度 H30年度 H31年度

パンフレットの作成

目　標 10万部 1万部

実　績 10万部 1万部

目　標 2回 3回

実　績 3回 3回

予算の状況の説明
　旅費が当初想定より抑えられたため、1,070千円の減額となった。
　事業については概ね計画どおりに執行した。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H30活動目標（指標）

達成状況

H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

国内・国外でのプロモーション活動

執行率（％）(B/A) 100.0% 97.3% #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

次年度繰越額 0 0

うち交付金充当額 6,477 1,316

B．執行済額 8,096 1,646

A．計(b+d) 8,096 1,692

(d)繰越額 - -

1,692

(c)増減額(b-a) ▲ 2,256 ▲ 1,070

H33年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 10,355 2,762

(b)予算現額 8,099

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

ゆたさむら推進部　商工観光課
事業実施

（予定）年度
平成29年～令和3年 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-1-（1）

事業内容 リゾートウェディングを目的とした観光客に対して、国内外でのプロモーション、村内での受入体制強化をはかり、さらなる観光客の増加を促進する。

市町村名 読谷村

平成３０年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

1-⑤ 読谷にーびち観光客誘致プロジェクト事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-3-（2）-イ

市場特性に対応した誘客活動の
展開

担当部課名



○予算規模については事業目標を概ね達成しており適正で
あったと考える。
○費目、使途については額の確定時において検査を実施して
おり、適正なものであったと判断した。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

1,646 1,646 1,316 330 0

今後の取り組み方針

（リゾートウェディング数）
　本村実施だけでなく、他市町村への分散化したウェディングの実態を把握できるよう取り組みつつ、リゾートウェディング実施組数の更なる向上にむけ、引き続き国
内外でのプロモーション活動を進めていく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

（リゾートウェディング数）
　リゾートウェディング協会との情報交換などを通して、挙式や申請を行わず
撮影のみを行うケースが増加している。また、本島内他市町村において新規
チャペル開業にともない分散化したことで本村でのリゾートウェディングの件数
が減少していると考えられる。

（リゾートウェディング数）
　リゾートウェディング協会と連携を密にし、分散化した件数の傾向を確認し対
応策を模索する。

読谷村
1,646千円

旅費
512千円

需要費
1,080千円

有限会社
沖縄スカイ観光サービス

512千円

株式会社
ダイヤモンド・ビッグ社

1,080千円

国内・国外プロモーション

パンフレット印刷費

使用料
54千円

一般社団法人
沖縄リゾートウェディング協会

54千円

会場使用料



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

予定していた実施設計を完了し、目標を達成した。

実　績

完了

【H32成果目標】
・ソフトボール競技公式戦の誘致：５件
・ソフトボールチームのキャンプ誘致：５
件

目　標
5件
5件

目標値
（　年度）

実施設計の完了

目　標 完了

実　績

達
成
状
況
説
明

（仮称）川回る広場の実施設計を実施し、施設の規模決定及び詳細設計等の成果があり、本工事に向けて条件整備が整っ
た。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H30成果目標（指標）
基準値

（　年度）
H30年度 R1年度 R2年度

目　標

実　績

目　標 実施

実　績 実施

予算の状況の説明 入札実績に伴う委託費の執行残となる。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H30活動目標（指標）

達成状況

H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

ソフトボール場の実施設計の実施

執行率（％）(B/A) 98.1% #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

次年度繰越額 0

うち交付金充当額 15,012

B．執行済額 18,766

A．計(b+d) 19,120 0 0 0 0

(d)繰越額 －

(c)増減額(b-a) ▲ 738 0 0 0 0

H34年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 19,858

(b)予算現額 19,120

効果発現年度 　　□当年度　　　　　　　　■後年度（令和３年度）

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

教育委員会生涯学習課
事業実施

（予定）年度
平成30～令和2年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-１-（１）

事業内容 ソフトボール競技の公式戦及びキャンプの誘致を図るため、川回る広場を整備する。

市町村名 読谷村

平成３０年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

1-⑥ 川回る広場整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-3-（2）-エ

観光客の受入体制の整備

担当部課名



○事業者は、指名競争入札により選定しており妥当であっ
たと考える。
○予算規模は適正な規模であると考える
○費目・使途については事業目的達成の観点から必要なも
のなのか等について額の確定時において支出等に関する
書
類により確認、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

18,767 18,767 15,012 3,755

今後の取り組み方針

予算の平準化および、適正な工期の設定を踏まえ、（仮称）川回る広場整備を令和元年・2年度事業として行う予定である。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

今年度の取組で（仮称）川回る広場整備に向けた実施設計等の報告書を完
成することができた。当初、令和元年度工事完了、令和2年度供用開始を予
定していたが、工事費及び工期設定を再検討する必要が生じた。

完成した実施設計書を基に、無理のない予算配分や工期の設定を検討して
いく。

読谷村
18,767千円

委託料
18,767千円

平成30年度（仮称）川回る広場
実施設計委託業務

株式会社大洋土木
コンサルタント

18,767千円



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

予定していた実施設計を完了し、目標を達成した。

実　績

完了

【R2成果目標】
・陸上競技場でのスポーツキャンプの実施
数8件以上

目　標 8件

目標値
（　年度）

読谷村陸上競技場北側対策として植栽整
備のため実施設計書の作成完了

目　標 完了

実　績

達
成
状
況
説
明

読谷村陸上競技場北側植栽整備計画の具体的な実施設計書の作成が完了した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H30成果目標（指標）
基準値

（　年度）
H30年度 R1年度 R2年度

目　標

実　績

目　標 実施

実　績 実施

予算の状況の説明
予定通り実施設計の委託業務を発注し、事業を実施した。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H30活動目標（指標）

達成状況

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

読谷村陸上競技場北側の植栽を整備する
ための実施設計を実施

執行率（％）(B/A) 100.0% #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

次年度繰越額 0

うち交付金充当額 2,808

B．執行済額 3,510

A．計(b+d) 3,510 0 0 0 0

(d)繰越額 －

(c)増減額(b-a) 140 0 0 0 0

R4年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 3,370

(b)予算現額 3,510

効果発現年度 　　□当年度　　　　　　　　■後年度（R２年度）

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

教育委員会生涯学習課
事業実施

（予定）年度
平成30年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-１-（１）

事業内容 スポーツキャンプの誘致のため、北風対策として読谷村陸上競技場北側に植栽を整備する

市町村名 読谷村

平成３０年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

1-⑦ 読谷村陸上競技場北側植栽整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-3-（2）-エ

観光客の受入体制の整備

担当部課名



○事業者は、指名競争入札により選定しており妥当であっ
たと考える。
○予算規模は適正な規模であると考える
○費目・使途については事業目的達成の観点から必要なも
のなのか等について額の確定時において支出等に関する
書
類により確認、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

3,510 3,510 2,808 702

今後の取り組み方針

整備費の調整を行い、実施時期の検討を行ない、整備の実施に向けて取り組んでいく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

実施設計を予定通り完了したが、整備にかかる金額が高額となっているた
め、整備額の確保が課題となっている。

交付金額の配分について他事業との調整を行い、早期に整備が行えるよう
検討が必要である。

読谷村
3,510千円

委託料
3,510千円

陸上競技場北側植栽整備実施計画委託業務株式会社ワールド設計
3,510千円



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

予定していた設備について全て完了し、目標を達成した。
当初スポーツキャンプ誘致数を21件としていたが、平成30年度実績として26件のスポーツキャンプ実施となった。

実　績

26件

【参考指標】
目　標

目標値
（　年度）

スポーツキャンプ誘致数　21件以上

目　標 21件

実　績

達
成
状
況
説
明

12月にトレーニング機器の整備を行い、1月からのスポーツキャンプ時に活用して頂いた。
利用団体（チーム）：中日ドラゴンズ・ラグビー15人制日本代表・サガン鳥栖・ＦＣ琉球・ＩＮＡＣ神戸・日立ソフトボール部・ビッグ
カメラソフトボール部・愛知産業大学野球部・富士大学野球部・初芝橋本高校野球部

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H30成果目標（指標）
基準値

（　年度）
H30年度 H31年度 H32年度

目　標

実　績

目　標 実施

実　績 実施

予算の状況の説明 事業計画どおりに執行を行なった（不用額については入札残である）

活動目標
（指標）

及び達成状況

H30活動目標（指標）

達成状況

H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

トレーニング機器購入の実施
パワーラック　ダンベル　他37品目

執行率（％）(B/A) 100.0% #DIV/0! 100.0% #DIV/0! 99.8%

次年度繰越額 0 0 0

うち交付金充当額 7,374 16,830 32,326

B．執行済額 9,218 21,039 40,408

A．計(b+d) 9,218 0 21,039 0 40,506

(d)繰越額 － - -

21,039 40,506

(c)増減額(b-a) ▲ 3,462 0 759 0 0

H30年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 12,680 20,280 40,506

(b)予算現額 9,218

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

教育委員会生涯学習課
事業実施

（予定）年度
平成26～30年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-１-（１）

事業内容 スポーツキャンプの誘致のため、スポーツ設備の整備を行う　（トレーニング機器の購入）

市町村名 読谷村

平成３０年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

1-⑧ スポーツコンベンション誘致促進事業（設備等強化事業） 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-3-（2）-ア

国際的な沖縄観光ブランドの確
立

担当部課名



○事業者は、指名競争入札により選定しており妥当であっ
たと考える。
○予算規模は適正な規模であると考える
○費目、使途については検査を実施しており、目的に即し必
要なものであったと判断した。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

40,408 40,408 32,326 8,082

今後の取り組み方針

スポーツキャンプの誘致を行なう際に、新たなトレーニング室の整備を行なったことをセールスポイントとして、誘致を行いキャンプ数の増加等へ繋げる。
次年度よりは、トレーニング室管理人の配置を行い、日常メンテナンスを実施する。定期メンテナンスについては購入を行った業者よりアドバイス等を頂き検討を
行う予定

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

本事業を実施することで利用者のニーズ（要望）のあった設備（トレーニング
機器）を整備することで、対応力が増加した。
スポーツキャンプを誘致する際に目玉となる設備を整備することが出来た。
今後は整備を行った設備の維持管理が課題となる。

日常のメンテナンス（ふき取りやグリース）や定期的なメンテナンス（ローラー
等の確認など）を行うことで、購入を行った機器を長く利用でき、更には利用
者が安全に活用できると考える。

読谷村
40,408千円

備品購入費
40,408千円

設備等設置（トレーニング機器読山スポーツ用品店
40,408千円



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

年間を通した支援員の配置により、要支援児童に寄り添った支援体制を構築・維持することができたことで、柔軟なサポートが実現し、
目標を達成できた。

実　績

100%

【参考指標】
目　標

目標値
（　年度）

日本語の会話で意思疎通ができ、学校生
活等への困難が改善された割合80%以上

目　標 80％以上

実　績

達
成
状
況
説
明

村内小学校５校中３校に各１名、日本語教育支援員を配置し、対象児童に対し、小学校生活に順応できるよう支援を行った。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H30成果目標（指標）
基準値

（　年度）
30年度 31年度 32年度

目　標

実　績

目　標 ３名 ３名 ３名 ３名

実　績 ３名 ３名 ３名 ３名

予算の状況の説明 当初予定と異なる人員配置となったため、予算減額。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H30活動目標（指標）

達成状況

27年度 28年度 29年度 30年度

村立小学校に３名の日本語教育支援員を
配置

（配置）
村立５小学校

執行率（％）(B/A) 87.3% 92.5% 88.3% 98.7% 94.0%

次年度繰越額 0 0 0 0 0

うち交付金充当額 3,014 3,008 2,798 3,170 2,936

B．執行済額 3,768 3,760 3,498 4,325 3,672

A．計(b+d) 4,314 4,065 3,961 4,382 3,905

(d)繰越額 - - - - -

4,065 3,961 4,382 3,905

(c)増減額(b-a) 0 0 ▲ 600 ▲ 200 ▲ 234

30年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 4,314 4,065 4,561 4,582 4,139

(b)予算現額 4,314

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　26年度 27年度 28年度 29年度

教育委員会　教育総務課・学校指導課
事業実施

（予定）年度
平成24～33年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-３-（１）

事業内容
　二重国籍や帰国児童等、日本語を習得していない児童に対し、小学校の授業時に通訳や内容説明、他児童との交流の仲介等を行い、小学校
生活に順応できるように支援を行う。また、児童の保護者に対しても学校との連絡調整の場（家庭訪問・三者面談・各通知の英訳）で支援を行
う。

市町村名 読谷村

平成３０年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

２-① 日本語教育支援員配置事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章-５-（２）-ア

教育機会の拡充

担当部課名



読谷村 報酬 日本語教育支援員

4,038千円 3,596千円 ３名

3,596千円

旅費 日本語教育支援員

76千円 ３名

76千円

読谷村負担分366千円

（対象外経費）

○読谷村嘱託職員の任用等に関する規則により採用しており、支
出先の選定については妥当である。
○読谷村嘱託職員の任用等に関する規則、要綱により予算規模
を決定しており、適正な規模であった。
○費目・使途は、支出等に関する書類により確認。適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

4,038 3,672 2,936 736 366

今後の取り組み方針

学校現場との協議のうえ、より柔軟な支援体制の実現を目指し、今後も継続的に支援員を配置し、対象児童の学校生活や学習上の困難の改善を図る。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

児童の生活支援や学習支援、その保護者対応など、要支援児童に寄り添っ
た支援を行ったことで、学校生活等への困難の改善に繋がった。
学校により、要支援児童数に隔たりが生じている。

柔軟な勤務体制の構築を図る必要がある。
具体的には、現在の短時間勤務（14：15終業）をフルタイムに変更する（学校
と保護者との連絡調整の時間の確保）や、勤務地を固定しない方法（必要度
に応じて全小学校をフリーで周る）などを想定している。
また、新たな通訳ツールとして、多言語翻訳装置等（※テレビ電話で教諭と
通訳者と保護者が会話する機能）の導入を検討する。



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

小学校においては、29年度まで県平均を上回っていたが、30年度は県平均を下回る結果であった。中学校においては、これまで県平均
を下回っていたが、その差は徐々に改善され、30年度は県平均を上回る結果となった。

実　績 6.9ポイント

-0.7ポイント

②中学校１年生数学

目　標
 -2.5ポイン

ト以上

目標値
（　年度）

沖縄県学力到達度調査における県と村の
平均正答率の差

①小学校３年生算数

目　標
1.7ポイント

以上

実　績

２名

達
成
状
況
説
明

村立小中学校全校に、各１名ずつ学習支援員の配置を行うことができた。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H30成果目標（指標）
基準値

（　年度）
30年度 31年度 32年度

学習支援員配置
　中学校｛２校｝　：　２名

目　標 ２名 ２名 ２名 ２名

実　績 ２名 ２名 ２名

目　標 ５名 ５名 ５名 ５名

実　績 ５名 ５名 ５名 ５名

予算の状況の説明 当初予定と異なる人員配置となったため、予算減額。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H30活動目標（指標）

達成状況

27年度 28年度 29年度 30年度

学習支援員配置
　小学校｛５校｝　：　５名

執行率（％）(B/A) 90.9% 95.9% 88.6% 99.6% 99.1%

次年度繰越額 0 0 0 0 0

うち交付金充当額 11,237 11,271 11,376 11,804 11,641

B．執行済額 14,074 14,089 14,220 16,097 14,552

A．計(b+d) 15,482 14,686 16,043 16,154 14,688

(d)繰越額 － - - - -

14,686 16,043 16,154 14,688

(c)増減額(b-a) 0 0 ▲ 100 ▲ 348 ▲ 462

30年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 15,482 14,686 16,143 16,502 15,150

(b)予算現額 15,482

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　26年度 27年度 28年度 29年度

教育委員会　教育総務課・学校指導課
事業実施

（予定）年度
平成26～33年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-３-（１）

事業内容
　小中学校において学習に遅れが生じている児童・生徒を対象に、自ら学ぶ意欲を高め、基本的な学習内容を理解し、確かな学力の定着を図
るため、授業内容をきめ細やかにサポートする学習支援員を配置する。

市町村名 読谷村

平成３０年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

２-② 小中学校学習支援員配置事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章-５-（３）-ア

確かな学力を身につける教育の
推進

担当部課名



読谷村 報酬 学習支援員

14,552千円 ７名

14,383千円 14,383円

旅費 学習支援員

７名

169千円 169千円

読谷村負担分1,333千円

（対象外経費）

○読谷村嘱託職員の任用等に関する規則により採用してお
り、支出先の選定については妥当である。
○読谷村嘱託職員の任用等に関する規則、要綱により予算
規模を決定しており、適正な規模であった。
○費目・使途は、支出等に関する書類により確認。適正で
あった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

15,885 14,552 11,641 2,911 1,333

今後の取り組み方針

学力においては、学校間格差が存在しているため、学力が定着している学校は、学習支援員より特別支援教育支援員の方が優先度が高い場合がある。それぞ
れの学校の実情に応じて、学習支援員と特別支援教育支援員のどちら優先して配置するかを選択できるような仕組みを検討する。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

小学校では、学年によって学力差があり、今回は学習支援を必要とする児童
の数が多く、全てに対応することが困難だったことが要因と考える。
しかし、学校によっては、学力到達度調査において、県平均を大きく上回る
学校もあることから、特別支援教育支援員を配置する方が優先度（必要性）
が高い場合があり、配置について検討が必要である。

特別支援教育支援員配置事業で配置を行っている、特別支援教育支援員
のニーズが高い学校が存在することから、学習支援員と特別支援教育支援
員のどちらを優先して配置するかを選択できるような仕組みを検討し、柔軟
な対応を行うことで、各学校の現状に応じた対応が可能となり、効果を高め
ることができる。



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

活動目標を概ね達成したことで、要支援幼児・児童生徒への支援体制が構築でき、個に応じた支援を行うことができた。

実　績 84%

31年度 32年度
目標値

（　年度）

対象となる児童生徒の保護者にアンケート
を実施し、特別支援教育支援員の対応へ
の満足したか（80%以上）を含め、当該事業
のあり方を検証

目　標 80％以上

２名 ２名 １名

達
成
状
況
説
明

退職に伴う人員配置が未達成な事例も生じてしまったが、概ね計画通りに支援員を配置することができた。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H30成果目標（指標）
基準値

（　年度）
30年度

４名 ４名

特別支援教育専門指導員
１名

目　標 １名 ２名 ２名 １名

実　績 １名

10名

特別支援教育支援員配置
中学校（２校）：４名

目　標 ４名 ４名 ４名 ４名

実　績 ４名 ４名

特別支援教育支援員配置
小学校（５校）：10名

目　標 10名 10名 10名 10名

実　績 10名 10名 10名

目　標 ５名 ５名 ５名 ５名

実　績 ５名 ５名 ５名 ５名

予算の状況の説明 当初予定と異なる人員配置となったうえ、退職に伴う未配置が生じたため。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H30活動目標（指標）

達成状況

27年度 28年度 29年度 30年度

特別支援教育支援員配置
幼稚園（５園）：５名

執行率（％）(B/A) 86.8% 97.8% 96.4% 98.3% 98.7%

次年度繰越額 0 0 0 0 0

うち交付金充当額 31,501 33,309 33,749 33,003 31,487

B．執行済額 39,377 44,914 42,186 44,475 39,360

A．計(b+d) 45,375 45,922 43,773 45,225 39,864

(d)繰越額 － - - - -

45,922 43,773 45,225 39,864

(c)増減額(b-a) 0 0 0 ▲ 1,600 ▲ 1,297

30年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 45,375 45,922 43,773 46,825 41,161

(b)予算現額 45,375

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　26年度 27年度 28年度 29年度

教育委員会　教育総務課・学校指導課
事業実施

（予定）年度
平成26～33年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-３-（１）

事業内容
　幼稚園・小中学校に在籍し、心身に障害を持つ幼児児童生徒に対し個々に応じた適切な支援、並びに発達障害（ＡＤＨＤ・ＬＤ・高機能自閉症・
アスペルガー症候群等）のため、個別支援の必要な幼児児童生徒の実情にあった、具体的かつ適切な支援を行うため、各校に特別支援教育支
援員を配置し支援体制の拡充と質の向上を図る。

市町村名 読谷村

平成３０年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

２-③ 特別支援教育支援員配置事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章-５-（３）-イ

豊かな心とたくましい体を育む
教育の推進

担当部課名



読谷村 報酬 特別支援教育支援員

20名

39,360千円 38,967千円 38,967千円

旅費 特別支援教育支援員

20名

393千円 393千円

読谷村負担分3,452千円

（対象外経費）

○読谷村嘱託職員の任用等に関する規則により採用してお
り、支出先の選定については妥当である。
○読谷村嘱託職員の任用等に関する規則、要綱により予算
規模を決定しており、適正な規模であった。
○費目・使途は、支出等に関する書類により確認。適正で
あった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

42,812 39,360 31,487 7,873 3,452

今後の取り組み方針

幼稚園において、全園の副園長と協議のうえ、支援員の勤務時間の延長について検討する。また、各園の実情に応じて、新たに特別支援ヘルパーの配置を検
討する。
小中学校においては今後も継続的に支援員を配置し、対象児童生徒の学校生活や学習上の困難の改善を図る。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

支援員を配置することで、対象幼児、児童生徒の個々のケースに対応するこ
とができた。
しかし、幼稚園現場においては、支援員1人に対し、平均７～８名の支援対象
幼児がいることから、すべてに支援が行き届いていない。保育所で障害児保
育による加配制度を受けていた子が、幼稚園では受けられておらず、支援が
継続できていないという現状があるため、それに対応する仕組みが必要であ
る。

幼稚園については、対象園児の支援の必要性に応じた支援員の配置を検
討する。具体的には、現在の短時間勤務（15：00終業）をフルタイムに変更す
る（午後の預かり保育・障害児保育への対応）や、新たに特別支援ヘルパー
の配置を検討する。



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

児童へのアンケートで、電子黒板を活用した授業が分かりやすかったとの回答が97％を達成し、目標の80％を大きく上回る結果となっ
た。

実　績

97%

目　標

目標値
（　年度）

児童へのアンケートで、電子黒板を活用し
た授業が分かりやすかったか（80%以上）を
含め、電子黒板の活用のあり方について検

証

目　標 80%

実　績

達
成
状
況
説
明

クラス増により不足していた４教室に電子黒板を整備し、教育環境の充実を図ることができた。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H30成果目標（指標）
基準値

（　年度）
30年度 31年度 32年度

目　標

実　績

目　標 小学校１校

実　績 小学校１校

予算の状況の説明
当初の計画通り予算を適正に執行できた。
減額は入札によるものである。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H30活動目標（指標）

達成状況

30年度 31年度 32年度 33年度

電子黒板整備校数：１小学校
（４教室）

執行率（％）(B/A) 90.1%

次年度繰越額 0

うち交付金充当額 2,142

B．執行済額 2,679

A．計(b+d) 2,975

(d)繰越額 －

(c)増減額(b-a) ▲ 625

34年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 3,600

(b)予算現額 2,975

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　30年度 31年度 32年度 33年度

教育委員会　教育総務課
事業実施

（予定）年度
平成25～30年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-３-（１）

事業内容 ＩＣＴ機器活用により学校教育の質の確保を図るため、小学校に電子黒板を整備する。

市町村名 読谷村

平成３０年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

２-④ 小学校ＩＣＴ環境整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章-５-（４）-ア

国際社会、情報社会に対応した
教育の推進

担当部課名



読谷村 備品購入費 株式会社

オキジム 小学校ＩＣＴ環境整備事業にかかる購入

2,679千円 2,679千円 2,679千円

○事業者は指名入札方式で選定しており、妥当であったと
考える。
○予算規模については、見積書等で必要最小限に抑えた適
正な規模である。
○費目・使途については、事業目的達成の観点から必要な
ものであるか等、支出等に関する書類により確認、適正で
あった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

2,679 2,679 2,142 537 0

今後の取り組み方針

　ＩＣＴ機器の活用により、生徒の興味・関心を高め学習意欲の向上を図り、学習環境を充実させていく。
あわせて、公開授業・教材研究などにより、教師の電子黒板活用度も上げていく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

クラス増により不足していた電子黒板を整備できたことで、ＩＣＴ環境の充実を
図ることができた。
教師間では、電子黒板の活用度にバラツキが見られる。

情報担当の教師による公開授業を開催したり、お互いのクラスでの活用事
例を研究することで、電子黒板の使える機能を理解し、授業での活用度を上
げていく。



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

事業完了時期が遅れたことによって児童がＩＣＴ機器に触れる時間が少なかったため、「ICT機器を活用できたと感じた」の割
合が67.9％と目標には至らなかった。

実　績

67.9%

目　標

目標値
（　年度）

児童へのアンケートで、ICT機器を活用でき
たと感じたか（80%以上）を含め、ICT機器の

活用のあり方を検証

目　標 80%

実　績

達
成
状
況
説
明

村内小学校５校中３校にパソコン教室を整備し、教育環境の充実を図ることができた。
次年度残り２校の整備を予定している。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H30成果目標（指標）
基準値

（　年度）
30年度 31年度 32年度

目　標

実　績

目　標 小学校３校

実　績 小学校３校

予算の状況の説明
当初の計画通り予算を適正に執行できた。
減額は入札によるものである。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H30活動目標（指標）

達成状況

30年度 31年度 32年度 33年度

パソコン教室整備校数：３小学校

執行率（％）(B/A) 100.0%

次年度繰越額 0

うち交付金充当額 28,728

B．執行済額 35,910

A．計(b+d) 35,910

(d)繰越額 －

(c)増減額(b-a) ▲ 28,523

34年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 64,433

(b)予算現額 35,910

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　30年度 31年度 32年度 33年度

教育委員会　教育総務課
事業実施

（予定）年度
平成26～31年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-３-（１）

事業内容 児童生徒の情報端末操作技術の向上を図るため、小学校に学校教育用パソコンを整備する。

市町村名 読谷村

平成３０年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

２-⑤ 小学校ＩＣＴパソコン教室機能強化事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章-５-（４）-ア

国際社会、情報社会に対応した
教育の推進

担当部課名



読谷村 備品購入費 株式会社

オキジム 小学校ＩＣＴパソコン教室機能強化事業にかかる購入

35,910千円 35,910千円 35,910千円

○事業者は指名入札方式で選定しており、妥当であったと
考える。
○予算規模については、見積書等で必要最小限に抑えた適
正な規模である。
○費目・使途については、事業目的達成の観点から必要な
ものであるか等、支出等に関する書類により確認、適正で
あった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

35,910 35,910 28,728 7,182 0

今後の取り組み方針

早期に事業を実施し、整備による効果が実感できるよう取り組む。
教育用パソコンを整備し、１人１台のコンピューターが使用できる環境を構築することで、情報社会に対応するうえで必要な知識および技能の習得等の情報活用
能力の育成を目指す。具体的には、各教科の調べ学習などでパソコンを使う機会を増やす。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

今回は事業完了が年度末となったため、次年度の整備では事業の実施時期
を早めるよう検討する必要がある。
児童へのアンケートの結果では、「キーボード入力が出来る」「パソコンを
使って調べ学習が出来る」などの回答があり、端末操作技術や情報活用能
力の向上が図られた。活用の機会を増やすことで、導入の効果をさらに高め
る必要がある。

次年度の整備では早期の事業の実施を図る。
具体的には、５月末までに入札を終え、８月末までに整備を完了する。
本事業でタブレット端末を導入しているので、パソコン教室だけでなく、普通
教室でのタブレットの活用も増やしていきたい。



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

読谷補助飛行場跡地（大木地区）にて発生した廃棄物処理の実施し、同地区の土地区画整理事業の進捗が図られた。

100%

実　績

完了

【R1成果目標】
大木地区の土地区画整理事業の進捗
率65%

目　標 65%

目標値
（R5年度）

廃棄物処理(6,509㎡）の完了

目　標 完了

実　績

達
成
状
況
説
明

読谷補助飛行場跡地（大木地区）にて発生した廃棄物処理の実施した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H30成果目標（指標）
基準値

（　年度）
H30年度 R1年度 R2年度

目　標

実　績

目　標
廃棄物処理の

実施

実　績 廃棄物処理の実施

予算の状況の説明 　事業計画のとおり実施した。当初予算額の執行残である。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H30活動目標（指標）

達成状況

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

読谷補助飛行場跡地（大木地区）にて発生
した廃棄物処理の実施

執行率（％）(B/A) 100.0% #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

次年度繰越額 0

うち交付金充当額 31,851

B．執行済額 39,814

A．計(b+d) 39,814 0 0 0 0

(d)繰越額 －

(c)増減額(b-a) ▲ 49 0 0 0 0

R4年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 39,863

(b)予算現額 39,814

効果発現年度 　　□当年度　　　　　　　　■後年度（令和５年度）

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

建設整備部　都市計画課
事業実施

（予定）年度
平成30年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-8

事業内容
読谷補助飛行場跡地（大木地区）において、平成26年度から行っている不発弾探査により、土中から廃棄物が発見された。これにより、読谷補
助飛行場の跡地利用が阻害されているため、廃棄物処理を行う。

市町村名 読谷村

平成３０年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

3-① 読谷補助飛行場「大木地区」廃棄物処理委託業務 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-3-(13)-（ｲ）

駐留軍用地跡地の計画的な整
備

担当部課名



○受託事業者は指名競争入札により、企業組織、実績、知
識等を勘案した上で選定しており、妥当であったと考えられ
る。
○予算規模、費目･使途についても適正であったと考える。
○費目、使途については精算段階で検査を実施しており、
目的に即し必要なものであったと判断した。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

39,814 39,814 31,851 7,963 0

今後の取り組み方針

今後、組合と調整を行いながら、当該地区の区画整理事業（地区整備）を進め、跡地利用を推進していく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　平成18年度に返還された当該地区については、平成26年度から行ってい
る不発弾探査の際に廃棄物が出土し、跡地利用を推進する上で阻害要因と
なっていた。
　今回、当該補助事業を活用し一部廃棄物の処理を行ったが、想定していた
以上の廃棄物が出土しているため、引き続き処理を行う必要がある。

　当該地区の廃棄物処理について引き続き処理を行っていけるよう、組合と
調整を行っていく。

委託料
39,814千円

株式会社アンカー
39,814千円

平成30年度
読谷補助飛行場跡地「大木地区」

読谷村
39,814千円



( ）（ ）（ ） （ ）

( ）（ ）（ ） （ ）

( ）（ ）（ ） （ ）

（ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

　読谷村を会場にして開催された沖縄県地域史協議会研修会では、102人がガイドマップに記された戦前の集落状況や残存する屋
敷跡などを案内した。その他にも、学校区内に所在する文化財を周知して理解する目的で、校内研修を実施した小学校もあった。
（読谷村役場新職員研修28名、古堅小学校校内研修30人、読谷村小中学校初任者研修15人、夏休み親子文化財巡り11人、埼玉県
議会17人、名護市博物館14人、ANA西日本24人、沖縄県地域史協議会研修会102人、静岡県浜松市日本百名城倶楽部23人、南風
原平和ガイドの会28人、石川少年自然の家35人）

実　績

目　標

実　績 327人

文化財ガイドマップ等を活用した地域散
策参加者数　280人

目　標 280人

達
成
状
況
説
明

・楚辺地区、伊良皆地区、牧原地区の３地区において自然・歴史・文化情報等の調査を実施した。
・３地区のガイドマップ板を設置した。
・３地区のガイドマップタブロイド版を作成した。
・地域散策マップシステムを制作した。

成果目標

（指標）

及び進捗状況

H３０成果目標（指標）
基準値

（　年度）
H30年度 R元年度 R2年度

目標値
（　年度）

－ ３地区

地歴型マップシステムの観光コースサイ
ト制作及び開設動画制作

目　標 実施

実　績 実施

３地区

文化財ガイドマップタブロイド版製作（３地
区）

目　標 － － － ３地区

実　績 － －

文化財ガイドマップ板設置（３地区）

目　標 － － － ３地区

実　績 － － －

目　標 ４地区 ４地区 ２地区 ３地区

実　績 ４地区 ４地区 ２地区 ３地区

予算の状況の説明
計画的な予算執行に努め、業務を遂行した。

活動目標

（指標）

及び達成状況

H３０活動目標（指標）

達成状況

27年度 28年度 29年度 30年度

自然・歴史・文化資源等の調査（３地区）

執行率（％）(B/A) 91.9% 100.0% 100.0% 100.0% 99.6%

次年度繰越額 0 0 0 0 0

うち交付金充当額 4,783 5,804 9,327 11,752 10,524

B．執行済額 5,979 7,255 11,659 14,690 13,155

A．計(b+d) 6,504 7,255 11,659 14,690 13,207

(d)繰越額 － － － － －

7,255 11,659 14,690 13,207

(c)増減額(b-a) 0 ▲ 863 ▲ 671 ▲ 629 ▲ 1,047

　30年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 6,504 8,118 12,330 15,319 14,254

(b)予算現額 6,504

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　□後年度（　　　年度）

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・

執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋

「市町村負担」

ベース）

　26年度 　27年度 　28年度 　29年度

教育委員会　文化振興課
事業実施

（予定）年度
平成24～30年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲー３－（２）

事業内容
　読谷村内の各集落に遺されてきた自然・歴史・文化などの情報を、聞き取り調査や過去の資料から収集し、マップにまとめて活用できるよ
うにする。

市町村名 読谷村

平成30年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号

・事業名
４－① ユンタンザフィールドミュージアム構築事業

沖縄２１世紀ビジョ

ン

基本計画該当箇所

第３章ー１－（４）－ア

沖縄の文化の源流を確認でき
る環境づくり

担当部課名



〇委託業者は指名競争入札を行い、最低価格提示事業者へ決
定し発注したので妥当と考える。
〇予算規模は委託業務において入札残が生じたが、委託仕様の
とおり業務を遂行でき適性規模である。
〇費目・使途については、事業目的達成の観点から必要なものな
のか等について、額の確定時において支出等に関する書類によ
り確認し、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資

金

の

流

れ、

費

目

・

使

途

の

点

検

評

価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

13,208 13,155 10,524 2,631 53

今後の取り組み方針

　これまで製作した文化財ガイドマップを学校、地域の子ども会、青年会、婦人会、老人会等の各種団体が地域の歴史文化を知る資料として活用し、広くは
村外、県外、国外とより多くの方々が参加する地域散策会が持続的に開催できるように人材育成を図り、地域や行政そして観光業者と連携した地域活性化
や観光振興につながる企画に取り組む。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取

組

の

検

証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　今回整備した３地区とも共通するが、調査対象地区は現在もその多くを
米軍基地として使用されており、牧原地区においてはゴルフ場建設により
立入ることは容易ではないため、地域散策が困難な地域が存在する。い
かにして往時の集落を伝え、学んでいくことができるかが大きな課題であ
る。

　現地に立入ることができない当該地区については、マップ作成に際
して収集した写真資料等を活用し、公民館などで展示会を開催するな
ど自治会と連携していく。

読谷村

13,208千円
（交付対象外経費53
千円）

委託料
10,031千円

需用費
443千円

話者及び調査員

報償費

2,734千円
（交付対象外経費53千

円）

丸正印刷株式会社

株式会社アートリンク
4,806千円

株式会社

バリューリソース・デザイン
5,226千円



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） ( ） ( ） ( ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( )

進
捗
状
況
説
明

読谷村のしまくとぅば教材（パンフレット）を1,000冊発刊した。製作した小冊子を村内幼稚園や小中学校、村内各自治会等へ配布し、児
童生徒らがいつでも沖縄語に親しめることが可能となった。

実績

完了

【R1成果目標】
教材の活用により、沖縄語の理解が深まっ
たか（80%以上）を含め、沖縄語の保存継承
のあり方をアンケート調査により検証する。

目標 80%

目標値
（　年度）

・教材（パンフレット）の作成完了
・村内小中学校、自治会へ配布

目　標 完了

実　績

実施

達
成
状
況
説
明

　これまで集積してきた民話や聞き取り調査のデータ整理及び新たな聞き取り調査を行った。
　沖縄語（しまくとぅば）を保存継承するための教材「読谷村のしまくとぅば～子どもの成長～」を1,000部発刊した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H30成果目標（指標）
基準値

（　年度）
H30年度 R1年度 R2年度

教材（パンフレット）の作成・配布

目　標 実施

実　績

目　標 実施 実施 実施 実施

実　績 実施 実施 実施 実施

予算の状況の説明
計画的な予算執行に努め、業務を遂行した。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H30活動目標（指標）

達成状況

27年度 28年度 29年度 30年度

沖縄語の聞き取り調査

執行率（％）(B/A) 82.6% 100.0% 100.0% 99.5% 100.0%

次年度繰越額 0 0 0 0 0

うち交付金充当額 4,000 4,076 4,013 4,877 5,948

B．執行済額 5,001 5,095 5,017 6,097 7,436

A．計(b+d) 6,052 5,095 5,017 6,130 7,436

(d)繰越額 － － － － －

5,095 5,017 6,130 7,436

(c)増減額(b-a) 0 ▲ 967 ▲ 883 ▲ 945 1,176

30年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 6,052 6,062 5,900 7,075 6,260

(b)予算現額 6,052

効果発現年度 　　□当年度　　　　　　　　■後年度（令和元年度）

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

26年度 27年度 28年度 29年度

教育委員会　文化振興課
事業実施

（予定）年度
平成25～33年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－３－（２）

事業内容

　沖縄独特の口承文化や歌詞を支えてきた沖縄語の保存継承に寄与するため、生まれ育った地域の沖縄語を調査、整理し、沖縄語に親しめる
小冊子を製作し、沖縄語になじみの薄い幼児や児童生徒らに沖縄語の教材を提供する。

市町村名 読谷村

平成30年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

４－② 沖縄語（しまくとぅば）保存継承事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－１－（４）－ア

沖縄の文化の源流を確認できる
環境づくり

担当部課名



○印刷業者は指名競争入札等を行い、最低価格提示事業
者へ決定し発注したので妥当と考える。
○予算規模は印刷委託業務において入札残が生じたが、委
託仕様のとおり業務を遂行でき適性規模である。
○費目・使途については、事業目的達成の観点から必要な
ものなのか等について、額の確定時において支出等に関す
る書類により確認し、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

7,436 7,436 5,948 1,488 0

今後の取り組み方針

　各地区の自然や動植物を取り上げ沖縄語（しまくとぅば）教材を制作し、子どもらが沖縄語の魅力に親しめる教材を増やし、提供していく。また、学校、自治会、
読み聞かせを行う団体、個人等にて、製作した教材を継続的に活用していく。
　令和元年度は、9月14日（土）から10月12（土）までの毎週土曜日、合計5回の予定で「しまくとぅばで語る民話」講座をユンタンザミュージアムにて開催する。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費交付金

充当額
市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・今年度の成果目標は達成したが、沖縄語の理解を深めるためには、継続
的に親しみのある教材を提供することが重要であり、子ども達や沖縄語を学
ぶ必要性を感じている人たちが、どのようなテーマの教材を求めているのか
などリサーチする必要がある。

・小冊子配布先の保育園や学童保育、自治会、図書館等においては児童生
徒へ読み聞かせを実施しており、しまくとぅばを直接耳にし親しむ機会が増え
ている。
　しかしながら小中学校においては、小冊子を読書することが主で語彙や発
音を直接聞く機会がほとんどなかった。

・これまで実施された読み聞かせの内容や課題等について、アンケート調査
を実施し今後の取り組みに活かせるようにする。

・今後は、しまくとぅばの話者の派遣や講座などを開催し直接しまくとぅばに触
れる機会を増やす。

読谷村
7,436千円

報償費
6,777千円

需用費
659千円

調査員

有限会社ドリーム印刷

過去データからの語彙及び聞き取り
調査謝礼

小冊子製本印刷



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

ユンタンザミュージアム南側駐車場整備基礎調査業務委託において、測量・地質・磁気探査等の基礎調査の報告書を作成した。
今後、本調査を基に、実施設計、用地購入、整備を進める。

80%

実　績

基礎調査の完了

【R4成果目標】
ユンタンザミュージアム及び世界遺産座喜
味城跡来訪者の利便性が確保されたか
（80%以上）を含め、当該駐車場のあり方を
アンケート調査により検証する。

目　標

目標値
（R4年度）

基礎調査の完了

目　標
基礎調査
の完了

実　績

達
成
状
況
説
明

ユンタンザミュージアム南側駐車場整備基礎調査業務委託において、測量・地質・磁気探査等の基礎調査を実施した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H30成果目標（指標）
基準値

（　年度）
H30年度 Ｒ元年度 Ｒ２年度

目　標

実　績

目　標
基礎調査の実

施

実　績 基礎調査の実施

予算の状況の説明 当初想定してなかった、測量作業の精度を保つための基準点設置のため事業費を増額し、業務を遂行した。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H30活動目標（指標）

達成状況

Ｈ30年度 Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度

ユンタンザミュージアム及び世界遺産座喜
味城跡来訪者のための駐車場整備に向け
た基礎調査の実施

執行率（％）(B/A) 100.0% #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

次年度繰越額 0

うち交付金充当額 9,986

B．執行済額 12,484

A．計(b+d) 12,484 0 0 0 0

(d)繰越額 －

(c)増減額(b-a) 312 0 0 0 0

Ｒ４年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 12,172

(b)予算現額 12,484

効果発現年度 　　□当年度　　　　　　　　■後年度（令和４年度）

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

H30年度 Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度

教育委員会　文化振興課
事業実施

（予定）年度
平成30～33年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-３-２

事業内容
ユンタンザミュージアム及び世界遺産座喜味城跡来訪者のための駐車場を整備することにより、来訪者の利便性の確保を図るため、駐車場整
備に向けた基礎調査を実施する。

市町村名 読谷村

平成３０年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

4-③ ユンタンザミュージアム駐車場整備基礎調査業務 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章-１-（４）-ア

沖縄の文化の源流を確認できる
環境づくり

担当部課名



○受託事業者は指名競争入札により、企業組織、実績、知識等を
勘案した上で選定しており、妥当であったと考えている。
○予算を途中で増額しているが、当初想定されなかった測量作業
の精度を保つための増額であり、予算規模は適切な規模であった
と考える。
○費目、使途については精算段階で検査を実施しており、目的に
即し、必要なものであったと判断した。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

12,484 12,484 9,986 2,498

今後の取り組み方針

ユンタンザミュージアム南側駐車場実施設計を令和元年度、その後用地購入、整備を進めていく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

基礎調査を実施し、駐車場整備にかかる工法案を複数提案するなど規模を
決定するための検討資料とする報告書を作成した。
ユンタンザミュージアム及び世界遺産座喜味城跡への来訪者の利便性の確
保を図るため、駐車場に付帯する設備についての検討が必要である。

ユンタンザミュージアム及び世界遺産座喜味城跡への来訪者の利便性の確
保を図るため、駐車場に付帯する東屋やトイレ等について合わせて検討して
いく必要がある。

委託料

12,484千円

読谷村

12,484千円

株式会社大洋土木コンサルタ

ント

12,484千円

ユンタンザミュージア
ム南側駐車場整備
基礎調査業務委託



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

帰国後のアンケートの結果、派遣した生徒に関して国際的な視野が広まったと感じた保護者の割合は100％であり、目標を達成した。

実　績

100%

【参考指標】
目　標

目標値
（　年度）

保護者へのアンケートで、帰国後、国際的
な視野が広まったと回答した割合　：　80％
以上

目　標 80％以上

実　績

達
成
状
況
説
明

村内在住の中学生の保護者12名に対して、短期留学費１人あたり300,000円の補助金を交付した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H30成果目標（指標）
基準値

（　年度）
30年度 31年度 32年度

目　標

実　績

目　標 12名 12名 11名 12名

実　績 12名 12名 11名 12名

予算の状況の説明 当初の計画通り予算を適正に執行できた。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H30活動目標（指標）

達成状況

27年度 28年度 29年度 30年度

短期留学費の支援　12名

執行率（％）(B/A) 91.7% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

次年度繰越額 0 0 0 0 0

うち交付金充当額 2,640 2,880 2,880 2,640 2,880

B．執行済額 3,300 3,600 3,600 3,300 3,600

A．計(b+d) 3,600 3,600 3,600 3,300 3,600

(d)繰越額 - - - - -

3,600 3,600 3,300 3,600

(c)増減額(b-a) 0 0 0 ▲ 300

30年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 3,600 3,600 3,600 3,600 3,600

(b)予算現額 3,600

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　26年度 27年度 28年度 29年度

教育委員会　教育総務課・学校指導課
事業実施

（予定）年度
平成25～33年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-３-（2）

事業内容
　村内の中学生12人を夏休みの１ヶ月間を利用し、英語圏に短期間派遣し、ホームステイを実施することにより、国際性な視野を持つ人材の育
成を目指す。

市町村名 読谷村

平成３０年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

５-① 中学生海外ホームステイ派遣事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章-５-（４）-ア

国際社会、情報社会に対応した
教育の推進

担当部課名



読谷村 補助金 　派遣対象生徒 中学生海外ホームステイ派遣事業に

保護者 かかる経費

3,600千円 3,600千円 3,600千円

○派遣される生徒は、教育委員会で書類及び面接によって
公平に選考しており、選定方法は妥当である。
○読谷村補助金交付規則に沿って予算規模を設定してお
り、適正な規模である。
○受益者との負担関係は、読谷村補助金交付規則に沿って
おり、妥当である。
○費目・使途については事業目的達成の観点から必要なも
のであるか等について支出等に関する書類により確認、適
正である。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

○ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

3,600 3,600 2,880 720 0

今後の取り組み方針

今後も継続的に派遣を実施し、国際的な視野を持つと共に社会に貢献できる人材の育成を図る。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

派遣対象生徒を村内にある中学校に在籍する生徒に限っていたが、村外に
ある中学校（私立等）に在籍する村内在住の生徒も派遣対象にしたことによ
り、より広く生徒が応募できるように改善できた。
なお、学校現場及び保護者のアンケートからは現在の補助額では経済的負
担が大きいとの意見が寄せられている。

前年度の課題は解決できたが、留意点に記載した経済的負担に関して派遣
人数の削減による補助率の引き上げなどの対策を検討したい。



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

実施設計に基づき機能強化工事が完了し、4月から指定管理が開始された。作業員は、新規設備を用いた調理の習熟度を高め、1日当
たりの配食数を増やしていき、農産物の消費拡大を推進していく。

実　績

機能強化工事
の完了

【R1成果目標】
読谷村農村女性の家で加工し配膳した
村内農産物の量　1.12t/年　以上

目　標 1.12t／年

目標値
（　R5年度）

読谷村農村女性の家機能強化工事の完了

目　標
機能強化工
事の完了

実　績

達
成
状
況
説
明

平成29年度に行った実施設計に基づき機能強化工事が完了した。4月からは指定管理が開始され、今後は指定管理者により、農林水
産物加工センターとしての運用が始まり、地産地消を推進していく。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H30成果目標（指標）
基準値

（令和元年度）
平成30年度 R元年度 R2年度

目　標

実　績

目　標 実施

実　績 実施

予算の状況の説明
当初予算額よりも増額となったが、新たな設備工事や、厨房器具の購入等により、加工施設として機能強化の充実が図
られた。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H30活動目標（指標）

達成状況

H30年度 R元年度 R2年度 R3年度

読谷村農村女性の家の機能強化工事の実施
〔施設概要〕
設置場所：読谷村字都屋167番地2
主要機能：農産物加工所
構造：鉄筋コンクリート平屋
床面積：261㎡

執行率（％）(B/A) 98.3% 100.0% 100.0% #DIV/0! #DIV/0!

次年度繰越額 0 0 0

うち交付金充当額 4,320 3,456 108,808

B．執行済額 5,400 4,320 136,011

A．計(b+d) 5,494 4,320 136,057 0 0

(d)繰越額 － - －

4,320 136,057

(c)増減額(b-a) 0 ▲ 1,703 2,878 0 0

32年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 5,494 6,023 133,179

(b)予算現額 5,494

効果発現年度 　　□当年度　　　　　　　　■後年度（　令和元年度　）

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　28年度 29年度 30年度 31年度

ゆたさむら推進部農業推進課
事業実施

（予定）年度
平成28～平成30年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－１－（６）

事業内容
地域内農林水産物の利用促進と新たな雇用の創設を図るために、農業関係施設（読谷村農村女性の家）の機能強化を実施する。H29年度に作
成した実施設計を元に、H30年度は読谷村農業関係施設機能強化工事を行う。

市町村名 読谷村

平成３０年度沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

6－① 農業関係施設機能強化促進事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章-3-(７)-イ

流通・販売・加工対策の強化

担当部課名



○工事及び委託事業者は一般競争入札で選定しており、妥
当であったと考えている。
○厨房機器の充実は配食・加工野菜にとって必須事項であ
り、適正な規模であった。
○費目、使途については精算段階で検査を実施しており、
目的に即し、必要なものであったと判断した。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

― 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

136,011 136,011 108,808 27,203

今後の取り組み方針

実施計画に基づき、今後も地産地消を進めていく。平成31年度からのケータリングサービスの開始に向けて、引き続き関係機関・部署との調整を行っていく。段
階的な事業展開を支える協議会の設置等についても検討を行う。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

実施設計に基づき、読谷村農業関係施設機能強化促進工事を行った。
R1年度の成果目標達成に向けて円滑な施設の運用に繋げていく必要があ
る。特に、指定管理を受けた社会福祉法人海邦福祉会は、就労支援にも力
を入れており、就労にハンディを抱える方も積極的に起用している。そのため
作業員の育成は重要課題となっている。

当該施設は新規の厨房機器が多数あり、  機具搬入業者に各機械の操作マ
ニュアルを作成や、講師を派遣してもらい操作説明会を行うなど、作業員の
習熟度を高めることで、作業の効率化を図り、加工した農産物の販路拡大に
向けて検討していく。

農業関係施
設機能強化
促進事業

136,011千円

一級建築士事務所
tin architects

3,596千円

工事請負費
98,071千円

農業関係施設機能強化促委託料
3,596千円

ホシザキ沖縄株式会社

34,344千円
農産物の加工・調理に必要な
機材一式

備品購入費
34,344千円

大武建設株式会社
47,311千円

読谷村農業関係施設機能強化
促進工事(建築）

山一設備工業株式会社
23,760千円

読谷村農業関係施設機能強化
促進工事（機械設備）

隆松電気
2７,000千円

読谷村農業関係施設機能強化
促進工事(電気）



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

目標を達成することができた。
陶器市来場者数は昨年度より521人増加しており、「読谷村に多くのヤチムン工房があることをご存知ですか？」の結果は前年と比較し
て70％から75％に増加していることから本村のヤチムンの認知度向上に繋がっている。
またアンケート回答者の県外回答者は昨年度と比較して147人から199人に増加しており、回答者の割合も県外客が51％と過半数を占
めており、県外の方の認知度も向上していると推察される。

実　績 14,302人

H31年度 H32年度
目標値

（　年度）

陶器市の来場者数

目　標 14,057人

実施 実施

達
成
状
況
説
明

テストマーケティングについてはTENOHA代官山での「読谷のヤチムン展」を2回、ニッポン全国物産展へ出展し、直接消費者
への周知及び販売、並びに本村で開催される陶器市等への観光誘客の周知を行った。
展示会はテーブル＆キッチンウェアEXPOでは食卓で使用される商品を取り扱うバイヤーへの周知を図り、ツーリズムＥＸＰＯ
ジャパンではヤチムン等の伝統工芸をメインに本村への旅行素材をバイヤーに商談し、一般客の方には本村の陶器市への
誘客を周知し、現地消費の促進を図った。
認知度アップ、周知用媒体として「旅とヤチムン」及び「ヤチムン散歩」の２つのリーフレットの改訂増刷を行った。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H30成果目標（指標）
基準値

（　年度）
H30年度

実施 ２回

周知用媒体ツールの作成
目　標 実施 実施

実　績

１回

展示会の出展　２回
目　標 実施 実施 実施 ２回

実　績 実施 実施

物産展への出店　１回
目　標 実施 実施 実施 １回

実　績 実施 実施 実施

目　標 実施 実施 実施 ３回

実　績 実施 実施 実施 ３回

予算の状況の説明
事業の効率化に努め、適切な予算執行だと考えられる。
予算減額の▲3,382千円については、旅費（航空運賃）の額の確定の執行残による減額である。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H30活動目標（指標）

達成状況

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

テストマーケティング等の実施　３回

執行率（％）(B/A) 91.8% 87.5% 94.4% 94.1% 94.0%

次年度繰越額 0 0 0 0 0

うち交付金充当額 9,157 9,057 9,086 6,623 4,971

B．執行済額 11,447 11,322 11,358 8,279 6,214

A．計(b+d) 12,463 12,946 12,031 8,800 6,610

(d)繰越額 － － － － -

12,946 12,031 8,800 6,610

(c)増減額(b-a) ▲ 1,796 ▲ 288 ▲ 962 ▲ 3,552 ▲ 3,382

H30年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 14,259 13,234 12,993 12,352 9,992

(b)予算現額 12,463

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

ゆたさむら推進部　商工観光課
事業実施

（予定）年度
平成26～33年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－１－（７）

事業内容
読谷村では、１９７８年に策定した「ヤチムンの里」基本構想に基づき、本村の伝統工芸の持続的発展を図るため、県外におけるマーケティング
及びプロモーション活動を実施し、販路拡大並びに人材育成に取り組む。

市町村名 読谷村

平成３０年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

７－① 読谷村工芸品県外プロモーション戦略事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－１－（５）－イ

伝統工芸品陶を活用した完成型
ものづくり産業の振興

担当部課名



〇旅費については、村内旅行業者2社からの見積徴収により、最
低価格者へ決定し発注しているため、支出先の選定は妥当であっ
たと考えている。
〇本村の工芸品プロモーションを行う事業に見合った予算規模で
ある。
〇費用・使途については、事業目的達成の観点から必要なもので
あるか、支出先に関する書類により確認しているため適正であると
考えている。

〇 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

〇 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

〇 支出先の選定方法は妥当か。

6,214 6,214 4,971 1,243 0

今後の取り組み方針

これまで首都圏で行われてきた物産展及び展示会、テストマーケティングだが、次年度はギフトショー及びツーリズムＥＸＰＯジャパン等が関西で行われるため、
別地方のバイヤー及び客層への周知活動を図る。また、ヤチムンをはじめとする本村伝統工芸品により興味関心をひくための新たなツールの作成し、活用した
プロモーションを行うとともに、窯元の組織化に向けた意見交換を実施する。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

販路拡大を図るため、展示会や物産展へ出展し、陶器業界のバイヤーに対
する「読谷村のヤチムン」の認知度向上に加え、テストマーケティングによる
一般消費者ニーズの掘り起こしが必要である。また、現地消費の拡大による
本村のヤチムン窯元の全体的な底上げも必要である。

これまで継続的に行ってきた展示会、物産展等への出展によるバイヤーへ
の周知、テストマーケティングによる一般消費者等への周知に加え、ヤチム
ン紹介映像や陶器市等のチラシのほか、より技術的な魅力を一目でわかる
新たなセールスツールを活用したＰＲ手法によるプロモーションを行う。
また、村内窯元が組織化することができれば窯元同士の協力や関係団体か
らの補助等により、ヤチムン全体の強化を図ることができると考えられるた
め、組織化に向けた意見交換などの場を引き続き設ける。

読谷村
6,214千円

旅費
1,672千円

需用費
1,508千円

役務費
422千円

使用料及び借料
2,564千円

委託料
48千円

事業に係る消耗品
ポスター、チラシ作成等

パンフレット送付
展示会広告料等

展示会等会場使用料

職員17人 スタッフ3人
(延べ人数) 説明会・展示会・物産展等

旅とヤチムンホームページ



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

防犯灯現況調査が完了したことで、目標を達成した。今後は調査内容を活用し、LED化工事を行う。

実　績

完了

【R2成果目標】
防犯灯のLED化によるCO2排出削減量
268.5t-CO2

目　標 268.5t

目標値
（　年度）

防犯灯現況調査の完了

目　標 完了

実　績

達
成
状
況
説
明

防犯灯現況調査を予定通り実施し、活動目標を達成した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H30成果目標（指標）
基準値

（　年度）
H30年度 R1年度 R2年度

目　標

実　績

目　標 実施

実　績 実施

予算の状況の説明 不用額648千円は、入札残によるものである。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H30活動目標（指標）

達成状況

H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

防犯灯現況調査の実施

執行率（％）(B/A) 96.7% #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

次年度繰越額 0 0

うち交付金充当額 15,033

B．執行済額 18,792

A．計(b+d) 19,440 0 0 0 0

(d)繰越額 － 0

(c)増減額(b-a) 0 0 0 0 0

H34年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 19,440

(b)予算現額 19,440

効果発現年度 　　□当年度　　　　　　　　■後年度（令和2年度）

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

総務部生活環境課
事業実施

（予定）年度
平成３０～３２年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－１０－(１)

事業内容
積極的な省エネルギー設備の導入により、環境負荷の少ない低炭素社会の構築と自然豊かな環境に配慮した村づくりの推進を図るたために、
防犯灯等をＬＥＤ照明に切替、温室効果ガス（ＣＯ２）の排出を抑制する。

市町村名 読谷村

平成３０年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

８－① 低炭素社会構築事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－１－（3）－ウ

低炭素都市づくりの推進

担当部課名



18,792千円

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。
○委託事業者は指名競争入札で選定しており、妥当であったと考
えている。
○不用額は事業費の５％以内であり適正な規模であった。
○費目、使途については委託料のみであり、目的に即し、必要な
ものであったと判断した。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

― 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

読谷村 委託料
有限会社

イラミナ電設
防犯灯の現況調査

18,792千円 18,792千円

18,792 18,792 15,033 3,759 0

今後の取り組み方針

　今年度での取り組みで作成した防犯灯管理台帳及び現況配置図を活用し、工事の着手地域の選定を早急に行うことにより、防犯灯のＬＥＤ化への移行をス
ムーズに実施し、ＣＯ２排出量の削減の実現に取り組む。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　今年度の取り組みで、作成した資料を活用し、円滑なＬＥＤ化の工事発注を
行う必要がある。

　計画通りに工事を完了させるため、早期の工事発注に取り組む。


